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元気いっぱいだね
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Ｊ
Ａ
の
中
山
正
樹
組
合
長
と

荒
井
一
浩
専
務
は
12
日
、
那
須

烏
山
市
の
田
代
和
義
教
育
長
と

川
俣
純
子
市
長
を
訪
れ
ま
し

た
。
管
内
の
小
学
生
を
対
象

に
、
農
業
学
習
教
材
と
ラ
ン
チ

ョ
ン
マ
ッ
ト
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
同
取
組
み
は
、
食
農
教
育

の
一
環
で
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
３
年
生
に
社
会
科
学
習
資

料
「
と
ち
ぎ
の
農
業
」
の
冊
子
を

57
部
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
19
枚
、
５
年
生

農
業
学
習
教
材
贈
呈
式

児
童
に
学
習
教
材
を
贈
呈

地
域
の
役
に
立
ち
た
い

L
A
進
発
式

農
家
と
し
て
の
一
歩
を

　
　
　
　
　

 

踏
み
出
す

南
那
須
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
修
了
式

に
補
助
教
材
「
農
業
と
わ
た
し
た

ち
の
く
ら
し
」
を
３
１
０
部
贈
り

ま
し
た
。
児
童
ら
は
、
農
家
の
仕

事
や
県
の
特
産
品
、
農
業
・
農
村

の
役
割
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま

す
。
新
入
生
２
１
２
人
に
は
、
み

ん
な
の
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
笑
味（
え
み
）ち
ゃ
ん
」
を

あ
し
ら
っ
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
田
代
教
育
長
と
川
俣
市
長
は
実

際
に
教
材
の
中
身
を
確
認
し
ま
し

た
。
田
代
教
育
長
は
「
い
つ
も
教

材
を
贈
っ
て
も
ら
い
あ
り
が
た

い
。
子
ど
も
た
ち
の
理
解
向
上
に

努
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
川

俣
市
長
は
管
内
の
農

家
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
た
め
、
興
味
を
も

っ
て
見
て
も
ら
い
た

い
と
期
待
を
込
め
ま

し
た
。

　
同
日
、
那
珂
川
町

の
吉
成
伸
也
教
育
長

と
福
島
泰
夫
町
長
を

訪
れ
、
同
様
に
贈
呈

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

　Ｊ
Ａ
は
４
月
14
日
、同
Ｊ
Ａ
本

店
で
令
和
4
年
度
Ｌ
Ａ
進
発
式

を
開
き
ま
し
た
。Ｌ
Ａ（
ラ
イ
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）と
役
職
員
ら
25

人
が
参
加
し
、決
意
新
た
に
4
年

度
の
業
務
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
進
発
式
で

は
、
利
用
者
に

「
安
心
」
を
Ｊ

Ａ
共
済
を
通
し

て
届
け
る
な
ど

Ｌ
Ａ
と
し
て
の

地
域
役
割
を
確

認
し
、
そ
れ
ぞ

れ
決
意
と
目
標

達
成
日
を
発
表

し
ま
し
た
。
目
標
達
成
を
目
指
し

全
員
で
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
を
行
い

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
中
山
正
樹
組
合

長
は
「
生
命
保
障
を
中
心
と
し
た

ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
・
農
業
の

万
全
な
保
障
提
供
に
引
続
き
取
組

み
、
全
体
目
標
の
達
成
を
し
て
欲

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
南
那
須
地
域
新
規
就
農
者
支
援

対
策
協
議
会
は
４
月
20
日
、
農
作

業
研
修
「
南
那
須
農
業
ア
カ
デ
ミ

ー
」
の
梨
部
門
研
修
生
１
人
の
修

了
式
を
行
い
ま
し
た
。
１
年
間
の

研
修
を
終
え
同
協
議
会
の
髙
野
修

会
長
か
ら
修
了
証
書
を
受
取
り
、

農
家
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
梨
部
会
研
究
部
が
講
師

と
な
り
那
須
烏
山
市
の
ほ
場
で
同

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
生
の

中
村
麻
衣
さ
ん
は
「
恩
返
し
が
で

き
る
よ
う
ま
ず
は
、
安
心
安
全
な

梨
を
作
り
た
い
。
管

内
の
栽
培
面
積
の
拡

大
と
収
穫
量
の
増
加

に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
励
み
、
新
規
就
農

者
が
増
え
る
よ
う
に

協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
ま

し
た
。

▲那珂川町へ

▲那須烏山市へ

▲がんばろう三唱をする職員

▶
修
了
証
書
を
受
け
取
っ
た
中
村
さ
ん（
前
列
の

　
左
か
ら
３
番
目
）と
髙
野
会
長（
同
２
番
目
）と

　
農
業
マ
イ
ス
タ
ー



☆…役員改選により、代表者が変更になった組織（敬称略）

　
Ｊ
Ａ
ふ
き
・
み
ょ
う
が
部
会

は
４
月
22
日
、
同
Ｊ
Ａ
都
青
果

物
集
荷
所
で
目
ぞ
ろ
え
会
を
開

き
ま
し
た
。
部
会
員
や
市
場
関

係
者
ら
25
人
が
参
加
し
、
早
生

フ
キ
と
山
フ
キ
の
出
荷
基
準
を

統
一
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
産
は
比
較
的
生
育
順

調
で
す
。
目
ぞ
ろ
え
会
で
部
会
員

は
実
物
を
手
に
取
り
、
出
荷
基
準

と
出
荷
形
態
を
申
し
合
わ
せ
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
茎
の
長
さ

を
揃
え
、
収
穫
は
出
来
る
だ
け
根

本
の
赤
い
部
分
か
ら
取
っ
て
ほ
し

い
」
と
注
意
を
促
し
ま
し
た
。
　

青
壮
年
部
が
各
部
門
で
表
彰

　

Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
は
４
月
18

日
、
県
農
協
青
年
部
連
盟
結
成

70
周
年
記
念
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
同
日
、
大
会
内
で
各
部

門
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
表
彰
で
は
、
「
優
良
農
協
青
年

部
表
彰
」
で
佐
藤
剛
部
長
が
代
表

し
て
賞
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

「
歴
代
正
副
委
員
長
」
で
古
橋
晃

一
さ
ん
が
、
「
功
労
者
表
彰
」
で

大
野
博
康
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
佐
藤
部
長
は「
今
ま
で
行
っ
て

き
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
て

嬉
し
い
。
今

後
も
活
動
し

部
員
と
協
力

し
て
食
育
活

動
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し

ま
し
た
。

出
荷
に
向
け

　
　

 

栽
培
管
理
を
学
ぶ

春
菊
・
き
ゅ
う
り
部
会

各
組
織
で
総
会
を
開
催

県
農
協
青
年
部
連
盟
結
成

70
周
年
記
念
大
会

　
Ｊ
Ａ
春
菊
・
き
ゅ
う
り
部
会

は
４
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
キ

ュ
ウ
リ
の
栽
培
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。
塩
谷
南
那
須
農
業
振

興
事
務
所
や
部
会
員
ら
９
人
が

参
加
。
６
月
の
出
荷
に
向
け
今

後
の
栽
培
管
理
を
学
び
ま
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
同
振
興
事
務
所

の
山
内
理
沙
技
師
は
定
植
後
の
管

理
と
病
害
虫
防
除
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
山
内
技
師
は
「
樹
勢

が
弱
く
な
る
と
ク
ズ
果
が
増
え
る

た
め
、
早
め
に
摘
果
を
し
樹
勢
回

復
に
努
め

る
。
ま
た
、

か
ん
水
や

葉
面
散
布

を
行
い
、
摘

葉
、摘
芯
の

量
は
少
な

く
し
よ
う
」

と
話
し
ま

し
た
。

　
年
度
切
替
に
あ
た
り
、
生
産
部

会
を
は
じ
め
各
種
組
織
に
お
い
て

定
期
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
４
月

ま
で
の
開
催
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

出
荷
基
準
を
統
一

ふ
き
・
み
ょ
う
が
部
会

ふ
き
・
み
ょ
う
が
部
会

▶
栽
培
管
理
を
学
ぶ
部
会
員
と

　説
明
を
す
る
山
内
技
師

▲フキを手に、出荷基準を統一する部会員

▲春菊・きゅうり部会
山口喬亮部会長

▲和牛部会
青木康彦部会長

（家畜防疫推進協議会
会長兼務）

5

▶
表
彰
を
受
け
た
部
員

４月19日 南那須地域新規就農者支援対策協議会 髙野　　修
４月21日 和牛部会 青木　康彦
４月21日 家畜防疫推進協議会 青木　康彦
４月26日 春菊・きゅうり部会 山口　喬亮
４月26日 烏山地区農産物受検組合 池田　久雄
４月26日 馬頭地区農産物受検組合 益子　順一
４月27日 南那須地区農農産物受検組合 小堀　正行

４月27日 小川地区農産物受検組合 山口　昌樹
４月28日 養蚕部会 藤田　久男

☆

☆

☆

総 会 日 生 産 組 織 名 代 表 者 名



福祉スタッフ募集について 休日年金相談会の開催について

かましんで地産地消フェアを開催！

葬儀事前相談会の開催について
年金友の会行事予定について

ＪＡカードを利用しませんか？

第16回ＪＡなす南年金友の会グラウンド・
ゴルフ大会の開催について

休日ローン相談会の開催について
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マイカーローン
～快適なカーライフを応援～

◆日　時：５月28日（土）、29日（日）　
◆場　所：かましん大金店、かましん馬頭店
　ＪＡ管内の新鮮な青果物が並びます。
　ご来店をお待ちしております！

◆日　時：５月23日（月）９時～12時
◆場　所：ＪＡなす南セレモニーホール
　　　　　　　　　　（那須烏山市神長578）
◆お問合せ：ＪＡなす南セレモニーホール　
　　　　　　（TEL：84-3821）

　年金友の会では下記の行事開催を予定しており
ます。詳しくは、日程が決まり次第ご連絡致しま
す。
・第14回ＪＡなす南年金友の会ゴルフ大会
　（９月29日開催予定）
・第14回ＪＡなす南年金友の会ゲートボール大会
　（10月開催予定）
・ＪＡなす南年金友の会「集い」
　（９月～11月開催予定）
皆さまのご参加をお待ちしております。

 ＪＡカードを新たにご入会いただき、ご利用いた
だいた方に　　　10,000円相当のポイントを
プレゼントするキャンペーンを実施中です。
さらに！！
　初めてＪＡで口座開設した方に、ＪＡカードポ
イント1,000円相当のポイントをプレゼント！
　ＪＡカードポイントは、バラエティ豊かな商品
への交換やキャッシュバックなど、使い道がたく
さんあります。詳しくはＪＡバンクのＨＰをご覧
いただくか、お近くの支店窓口までお問合せくだ
さい！

◆日　時：７月５日（火）午前８時受付開始
　　　　　※雨天の場合順延　７月６日（水）予備日
◆場　所：那須烏山市　緑地運動公園
◆申込先：ＪＡなす南各支店にお問合せください。
◆申込締切：６月10日（金）

①◆募集職種：介護員
　◆勤務先：デイサービスセンターえがお
②◆募集職種：介護支援専門員
　　　　　　　（ケアマネジャー）
　◆勤務先：ＪＡなす南本店　生活福祉課
③◆募集職種：調理員
　◆勤務先：デイサービスセンターひまわり
　お問合せ先：本店　生活福祉課
　　　　　　　　（TEL：96-6176）

◆日時・場所：①５月22日（日）　馬頭支店
　　　　　　　②６月26日（日）　南那須支店
　　　　　　　両日とも９時～15時
◆お問合せ先：馬頭支店（ＴＥＬ：92-2711）
　　　　　　　南那須支店（ＴＥＬ：88-7121）
　皆さんのお悩みを社会保険労務士に無料でご相
談いただけます。年金に関するご相談はぜひＪＡ
にお任せください！

◆日　時：①５月22日（日）　９時～16時
◆場　所：馬頭支店
◆お問合せ先：馬頭支店（ＴＥＬ：92-2711）
　　　　　　　ローンセンター（本店　融資運用課）　
　　　　　　　　　（ＴＥＬ：96-6160）

最大

〈店頭基準変動金利：年1.65％〉
保証料別途　《基金協会保証型》

0.85年 1.15～

（※１） （※２）

年
〈店頭基準固定金利：年1.80％〉
保証料別途　《基金協会保証型》

1.00 ～1.30（※１） （※２）

各支店窓口において返済額の試算を行っております。
お気軽にご相談ください。

変動金利最長
10年以内

《最大引下げ後金利》

固定金利最長
７年以内

《最大引下げ後金利》

▲ＪＡホームページは
　 こちらから　 

※令和４年４月１日から令和４年６月30日までの
　お申込みで、令和４年９月30日までのお借入れ
　の方。
※１ お借入れ金額500万円以上の場合
※２ お借入れ金額500万円未満の場合
※※最大引下金利を適用するには、ＪＡとのお取引
　に条件があります。


